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第
二
部
『
教
化
上
の
二
処
三
会
』

│
二
人
の
私
│

原　
　
　

顕　

彰

　

昨
年
の
第
一
部
で
は
、
法
華
経
は
何
ゆ
え
に
二
処
三
会
（
前
霊
山
会
│
序
品
か
ら
法
師
品
、
虚
空
会
│
宝
塔
品
か
ら
嘱
累
品
、
後
霊
山

会
│
薬
王
品
か
ら
勧
発
品
）
で
構
成
さ
れ
た
の
か
、
私
な
り
の
解
釈
を
さ
せ
て
も
ら
え
ば
、
そ
れ
は
、「
諸
法
無
我
」
の
教
え
を
、
衆
生

が
よ
り
正
し
く
、
よ
り
わ
か
り
安
く
理
解
し
、
又
、
久
遠
の
本
仏
を
信
じ
、
そ
の
本
仏
と
共
に
永
遠
に
生
き
る
こ
と
を
開
示
悟
入
す
る
為

で
あ
り
、
又
、
我
と
は
、
一
つ
の
我
で
は
な
く
、
衆
生
と
い
う
我
と
本
仏
の
我
と
言
う
「
二
つ
の
我
」
か
ら
成
っ
て
い
る
、
し
か
も
、
そ

の
二
つ
の
我
は
同
体
で
あ
る
、
と
い
う
導
き
方
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

故
に
、
衆
生
教
化
の
為
に
は
、
こ
の
「
二
つ
の
我
」
と
い
う
表
現
の
方
が
「
無
我
」
と
い
う
表
現
よ
り
適
し
て
い
る
、
と
い
う
論
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

再
掲
す
る
な
ら
、
法
華
経
で
一
番
大
切
な
経
で
あ
る
寿
量
品
偈
（
三
世
の
諸
仏
は
寿
量
品
を
命
と
し
十
方
の
菩
薩
は
自
我
偈
を
眼
目
と

す
）
に
は
「
我
」
と
い
う
字
が
15
も
出
て
く
る
。
こ
れ
は
所
謂
「
久
遠
の
本
仏
と
し
て
の
立
場
の
我
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
「
衆

生
と
い
う
立
場
の
我
」
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
現
在
の
大
乗
仏
教
で
は
、『
実
体
的
原
理
で
あ
る
「
我
」
と
か
「
霊
魂
」
は
想
定
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
の
が

仏
教
で
あ
り
、
全
て
は
無
常
で
あ
り
、
無
我
で
あ
る
。
涅
槃
経
の
釈
尊
最
後
の
教
え
「
自
灯
明
、
法
灯
明
」
の
自
己
（
我
）
は
、
釈
尊
の
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悟
ら
れ
た
世
界
で
の
自
己
の
意
味
で
あ
り
、
一
般
で
使
わ
れ
る
自
己
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
「
下
田
正
弘
東
大
教
授
（
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー

ナ
）│
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
」』
と
し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。

　

又
、
中
村
元
先
生
は
、『
確
か
に
原
始
仏
教
で
は
「
非
我
」
か
ら
「
真
我
」
を
求
め
る
と
い
う
考
え
は
あ
っ
た
が
、
歴
史
の
変
遷
を
経

て
大
乗
仏
教
で
は
、「
我
」
は
哲
学
上
の
「
我
」
も
し
く
は
「
わ
が
も
の
」
と
い
う
執
着
、
考
え
方
か
ら
離
れ
る
為
の
「
実
践
目
標
と
し

て
の
我
」
で
あ
り
、
真
実
の
自
己
の
実
現
の
為
の
も
の
「（
自
我
と
無
我
）│
平
楽
寺
書
店
」』
と
言
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
中
村
先
生

は
晩
年
に
は
般
若
心
経
を
毎
日
あ
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、「
無
自
性
空
」
の
考
え
方
を
通
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
大
乗
仏
教
の
考
え
方
で
は
、「
無
我
」
を
説
く
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
日
蓮
聖
人
は
、
法
華
経
の
「
久
遠
の
本
仏
と
し
て
の
我
と
衆
生
の
我
」
を
「
所
化
以
っ
て
同
体
」
と
い
う
表
現
を
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
日
蓮
聖
人
の
考
え
方
等
を
考
察
す
れ
ば
、
久
遠
の
本
仏
の
「
我
」
と
共
に
、
衆
生
の
「
我
」（
移
り
行
く
我
で
あ
る
が
）

も
認
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
「
我
」
を
認
め
る
と
い
う
考
え
方
は
、
現
代
人
の
、
仏
教
へ
の
不
信
（
無
我
の
思
想
の
誤
解
）
に
対
し
て
も
大
い
に
有

効
な
回
答
に
も
な
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

│
ア
ン
ケ
ー
ト
「
あ
の
世
」（
抜
粋
）
二
〇
〇
七
年
十
一
月
教
育
大
学
生
、
看
護
生
、
高
齢
者
（
三
七
〇
人
）│

　

あ
の
世
を

　
　
　
　
　

信
ず
る　
　
　
　
　

62
％　

あ
っ
て
欲
し
い
、
全
て
が
無
に
成
る
の
が
怖
い

　
　
　
　
　

信
じ
な
い　
　
　
　

38
％　

あ
の
世
は
空
想
、
こ
の
世
以
外
の
存
在
は
無
い

　

死
と
宗
教
の
救
い

　
　
　
　
　

信
ず
る　
　
　
　
　

２
％
（
高
齢
者
は
21
％
）

　
　
　
　
　

ど
ち
ら
で
も
な
い　

57
％
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信
じ
な
い　
　
　
　

41
％

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
現
代
人
は
、
死
や
無
が
怖
い
た
め
、
あ
の
世
は
信
ず
る
（
信
じ
た
い
）
が
宗
教
に
は
救
い
を
求
め
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
仏
教
へ
の
不
信
に
答
え
る
為
に
は
、「
無
我
」
と
い
う
表
現
よ
り
も
、
先
ほ
ど
の
「
二
つ
の
我
（
悟

り
の
久
遠
の
本
仏
と
い
う
我
と
衆
生
と
い
う
我
）」
と
い
う
表
現
の
ほ
う
が
有
効
で
あ
る
と
思
え
る
。

　

そ
し
て
、
法
華
経
は
、
こ
の
二
つ
の
我
と
い
う
表
現
を
以
っ
て
迷
い
の
衆
生
を
救
う
為
に
こ
そ
、
霊
鷲
山
会
上
（
現
実
生
活
）
と
虚
空

会
（
悟
り
の
久
遠
の
本
仏
の
空
の
世
界
）
と
い
う
、
二
つ
の
土
に
分
け
て
説
か
れ
、
究
極
的
に
は
、
所
化
以
っ
て
同
体
、
す
な
わ
ち
人
間

（
衆
生
）
の
代
表
で
も
あ
る
釈
尊
が
久
遠
の
本
仏
で
あ
る
と
し
て
、
衆
生
を
仏
知
見
へ
と
開
示
悟
入
し
て
い
る
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
法
華
経
の
二
処
三
会
で
の
教
え
は
、
迹
門
の
霊
鷲
山
で
は
、
全
て
の
人
が
仏
に
な
れ
る
と
い
う
記
別
を
与
え
、
本
門
の
虚
空
会

で
は
、
久
遠
の
本
仏
を
顕
し
、
釈
尊
も
私
た
ち
衆
生
も
久
遠
の
本
仏
と
同
体
で
あ
る
と
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
処
三
会

で
の
教
え
は
土
を
現
実
と
虚
空
の
二
つ
に
隔
て
、
現
身
（
移
り
行
く
生
活
習
慣
我
）
と
佛
身
（
悟
り
の
我
│
久
遠
の
本
佛
）
と
い
う
二
つ

の
我
（
自
己
）
と
い
う
表
現
を
以
っ
て
一
切
衆
生
を
導
き
、
所
化
以
っ
て
同
体
と
い
う
理
解
の
上
で
、
虚
空
よ
り
再
度
現
実
生
活
に
戻
し
、

仏
に
成
る
道
を
歩
ま
せ
よ
う
と
さ
れ
た
、
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
今
、
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
姿
形
を
持
た
な
い
（
法
身
│
虚
空
会
上
）
久
遠
の
本
佛
の
我

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
久
遠
の
本
佛
の
教
え
が
虚
空
会
で
説
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
世
界
の
出
来
事
で
は
な

い
（
実
体
が
無
い
）
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

又
、
空
と
い
う
姿
形
を
持
た
な
い
も
の
な
ら
、
必
ず
し
も
久
遠
本
仏
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
で
な
く
と
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
論

法
も
成
り
立
つ
、
と
い
う
考
え
を
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
の
勧
学
で
あ
る
渡
邉
顕
正
師
は
『
久
遠
本
仏
が
本
覚
性
（
空
）
な
ら
姿
形
が
無
い
か
ら
、
阿
弥
陀
で

も
大
日
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
大
日
は
生
き
て
い
る
人
の
悩
み
を
救
い
、
阿
弥
陀
は
死
者
の
救
い
を
説
く
、
故
に
、
こ
の
二
仏
を
立
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て
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
否
、
こ
れ
で
充
分
で
あ
る
（「
日
蓮
聖
人
の
教
化
法
と
宗
教
批
判
」│
永
田
文
昌
堂
）』
と
し
て
い
る
、
し

か
し
こ
の
考
え
は
法
華
経
の
寿
量
品
を
踏
ま
え
た
上
で
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
考
え
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
、
法
華
経
で
は
、
こ
の
虚
空
（
通
一
仏
土
）
に
多
宝
塔
と
い
う
実
体
を
わ
ざ
わ
ざ
登
場
さ
せ
、
そ
の
上
、（
現
身
）
の
釈
尊
が
久
遠

の
本
佛
と
し
て
多
宝
塔
へ
入
る
、
と
い
う
演
出
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
釈
尊
と
は
私
た
ち
衆
生
が
現
身
の
ま
ま
で
悟
り
を
開
ら
か
れ
た

姿
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
身
の
ま
ま
で
、
久
遠
の
本
仏
と
し
て
多
宝
塔
に
入
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
移
り
行
く
現
身

（
応
身
）
の
我
（
釈
尊
）
が
、
無
始
無
終
の
命
を
持
つ
法
身
の
久
遠
の
本
仏
と
し
て
の
我
と
同
体
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
日
蓮
聖
人
の
言
わ
れ
る
「
無
作
の
三
身
」
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
言
葉
と
思
わ
れ
る
。）

　

又
、
そ
の
上
、
空
の
世
界
に
出
現
し
た
多
宝
塔
と
は
、
悟
り
を
得
ら
れ
た
釈
尊
で
あ
り
、
久
遠
の
本
佛
で
あ
り
、
こ
れ
は
強
い
て
は
、

私
た
ち
衆
生
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

何
故
な
ら
、
日
蓮
聖
人
は
阿
佛
房
御
書
に
「
阿
佛
上
人
の
一
身
は
地
水
火
風
空
の
五
大
な
り
│
し
か
れ
ば　

阿
佛
房
さ
な
が
ら
宝
塔
、

宝
塔
さ
な
が
ら
阿
佛
房
、
こ
れ
よ
り
外
の
才
覚
無
益
な
り
│
我
が
身
又
三
身
即
一
の
本
覚
の
如
来
な
り
」
と
法
身
、
報
身
、
応
身
が
即
一

で
あ
り
、
人
間
（
我
で
あ
る
）
阿
佛
房
が
虚
空
会
上
の
宝
塔
で
あ
り
、
久
遠
の
本
佛
（
法
身
）
と
同
体
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
私
た
ち
全
て
の
衆
生
も
叉
、
宝
塔
で
あ
り
久
遠
の
本
佛
と
同
体
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

否
、
法
華
経
は
三
世
間
の
成
仏
を
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
球
上
の
形
あ
る
も
の
全
て
が
「
宝
塔
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
形
あ

る
も
の
全
て
（
山
川
草
木
国
土
を
含
め
）
は
、
空
よ
り
出
現
し
た
宝
塔
で
あ
り
久
遠
の
本
佛
と
同
体
な
の
で
あ
る
、
と
解
釈
出
来
る
の
で

は
な
い
か
。

　

こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
球
上
の
全
て
が
、
恰
も
、「
一
仏
土
」
と
成
っ
た
状
態
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
も
し
、
地
球
全
体
が
「
一
仏
土
」
と
な
っ
た
ら
、
そ
こ
に
は
最
早
、
生
も
死
も
存
在
せ
ず
、
過
去
も
未
来
も
存
在
し
な

い
の
で
は
な
い
か
、
何
故
な
ら
「
一
仏
土
」
に
於
い
て
は
、
場
所
や
空
間
の
隔
た
り
も
無
く
、
時
間
の
隔
た
り
も
無
い
の
で
あ
る
。
否
、
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生
と
か
死
と
か
、
過
去
と
か
未
来
と
い
う
考
え
方
も
必
要
で
は
無
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
こ
そ
が
、
永
遠
の
命
を
持
っ
た
久
遠
の

本
仏
の
悟
り
の
世
界
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
今
、
娑
婆
世
界
を
宇
宙
で
は
な
く
地
球
全
体
と
解
釈
し
た
方
が
妥
当
と
考
え
て
み
て
）

　

今
、
私
は
、
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
よ
う
な
「
一
仏
土
」
の
世
界
が
実
現
し
た
状
態
を
、
観
心
本
尊
鈔
に

　
「
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
、
三
災
を
離
れ
四
刧
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
。
仏
過
去
に
も
滅
せ
ず
未
来
に
も
生
ぜ
ず
、
所
化
以
っ

て
同
体
な
り
。
是
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
三
種
の
世
間
な
り
。」
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
私
が
推
察
す
る
に
は
「
今　

本
時
」
と
は
、
地
球
全
体
が
「
一
仏
土
」
に
成
っ
た
時
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ

り
ま
す
。（
通
一
仏
土
の
方
が
よ
り
良
い
表
現
か
も
し
れ
な
い
が
）

　

即
ち
、
私
た
ち
衆
生
が
、
仏
国
土
建
設
を
目
指
し
、
そ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
、「
一
仏
土
」
が
実
現
し
た
な
ら
、
久
遠
の
本
佛
と
同
体

に
な
り
、
生
死
を
離
れ
、
時
間
を
離
れ
、
空
間
を
も
離
れ
た
、
悟
り
の
世
界
に
入
る
こ
と
に
な
る
、
と
日
蓮
聖
人
は
示
し
て
下
さ
っ
た
の

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

又
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
一
仏
土
」
の
顕
現
さ
れ
た
姿
を
「
お
曼
荼
羅
御
本
尊
」
と
し
て
表
さ
れ
た
も
の
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
後
霊
山
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、
又
、
元
の
現
実
の
世
界
に
戻
り
、
こ
の
崇
高
な
理
想
（
一
仏
土
）
の
実

現
に
誠
意
努
力
す
る
こ
と
を
勧
め
た
の
で
あ
り
、
そ
の
為
に
、
霊
鷲
山
よ
り
虚
空
会
、
そ
し
て
霊
鷲
山
に
所
を
変
え
る
「
二
処
三
会
」
で

の
説
法
と
な
っ
た
、
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
私
ど
も
法
華
経
を
信
ず
る
者
は
、
こ
の
「
二
処
三
会
」
の
教
え
る
如
く
、
私
た
ち
「
衆
生
の
我
」
は
「
悟
り
の
久
遠
の
本

仏
の
我
」
と
『
同
体
』
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
こ
の
私
ど
も
の
住
む
娑
婆
世
界
を
「
一
仏
土
」
に
す
る
こ
と
を
永
遠
の
目
標
と
し
て
菩
薩

行
を
実
践
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　

結
論
と
し
て
、「
二
つ
の
我
」
は
、
結
局
は
同
体
で
あ
り
ま
す
。
迷
え
ば
凡
夫
で
あ
り
悟
れ
ば
仏
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、「
二
処

08　原.indd   8908　原.indd   89 11.7.4   9:35:05 AM11.7.4   9:35:05 AM



「教化学研究１」2010. 3 90

三
会
」
で
、
私
共
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

故
に
、
私
共
は
、
五
戒
を
守
り
、
八
正
道
を
行
じ
「
仏
国
土
建
設
」
を
目
指
す
べ
き
な
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
永
遠
の
理
想

で
あ
る
「
仏
国
土
」
が
顕
現
さ
れ
た
時
こ
そ
、
三
世
間
の
全
て
が
、
生
死
を
離
れ
た
、
安
ら
ぎ
の
心
境
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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